
(57)【要約】

【課題】　構造が簡素でかつコストが低廉な水中機械等

の可動部密封構造を提供する。

【解決手段】　不動部２の台部２ａの外部環境４１の海

水と連通する箇所に第１シール室３１を設けゴム系材料

からなる第１シール部材３１を封入し、不動部３の内部

空間４２の空気と連通する箇所に第２シール室１２を設

けゴム系材料からなる第２シール部材３２を封入し、こ

れらの中間箇所に微少厚さを有する侵入防止空間１３を

設けるとともに海水よりも高い粘度を有しかつ疎水性を

有するグリースからなる充填材５０を侵入防止空間１３

に封入した。

【選択図】　　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 前
記 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部 環
境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 外 部 環 境 か ら 前 記 可 動 部
を 経 て 前 記 内 部 空 間 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 前 記 液 体 よ
り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に
封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 前
記 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部 環
境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 外 部 環 境 か ら 前 記 可 動 部
を 経 て 前 記 内 部 空 間 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 複 数 設 け る と と も に ゴ ム 系
材 料 か ら な る 中 間 シ ー ル 部 材 を 当 該 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 で 挟 ま れ る 箇 所 に 封 入 し 、 前 記 液
体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 前 記 複 数 の 侵 入
防 止 空 間 の そ れ ぞ れ に 封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
気 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な り 前
記 気 体 よ り も 圧 力 の 高 い 液 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部 環
境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 内 部 空 間 か ら 前 記 可 動 部
を 経 て 前 記 外 部 環 境 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 前 記 液 体 よ
り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に
封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
気 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な り 前
記 気 体 よ り も 圧 力 の 高 い 液 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部 環
境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 内 部 空 間 か ら 前 記 可 動 部
を 経 て 前 記 外 部 環 境 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
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前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 複 数 設 け る と と も に ゴ ム 系
材 料 か ら な る 中 間 シ ー ル 部 材 を 当 該 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 で 挟 ま れ る 箇 所 に 封 入 し 、 前 記 液
体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空
間 の そ れ ぞ れ に 封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 中 等 で 作 動 す る 機 械 の 可 動 部 へ の 防 水 を 行 う 機 械 可 動 部 密 封 構 造 な ど に 関
す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 水 中 で 使 用 す る モ ー タ 等 に お い て は 、 不 動 部 ２ ０ ２ に 対 し て 可 動 部
２ ０ ３ が 可 動 、 例 え ば 、 図 に お け る 水 平 線 Ｃ ２ を 回 転 の 中 心 線 と し て 回 転 す る 。 こ の 場 合
、 外 部 環 境 ２ ４ １ は 水 中 で あ り 、 例 え ば 海 水 Ｗ ２ が 充 満 し て い る 。 ま た 、 内 部 空 間 ２ ４ ２
は 、 空 気 Ａ ２ が 充 満 し て い る 。 ま た 、 海 水 Ｗ ２ の 圧 力 の 方 が 、 空 気 Ａ ２ の 圧 力 よ り も 大 き
い 。 し た が っ て 、 可 動 部 ２ ０ ３ は 、 内 部 空 間 ２ ４ ２ と 外 部 環 境 ２ ４ １ の 両 方 に 接 触 し て 運
動 す る こ と に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 可 動 部 （ 例 え ば 回 転 軸 ） ２ ０ ３ の 周 辺 か ら 内 部 へ 水
が 漏 洩 す る こ と を 防 止 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 従 来 は 、 図 示 の よ う に 、 シ ー ル 室 ２ １ １ 等 を 形 成 し 、 こ の 凹 部 に 、 ゴ ム 系 材
料 か ら な る Ｏ リ ン グ 、 ゴ ム 系 材 料 か ら な る 成 型 パ ッ キ ン 部 材 な ど を 配 置 し て い た 。 し か し
、 Ｏ リ ン グ ２ ３ １ は 、 圧 力 に よ っ て 変 形 し や す く 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｏ リ ン グ ３ ２ １ と
可 動 部 ２ ０ ２ と の 間 の 間 隙 ２ ２ １ な ど を 通 っ て 海 水 Ｗ ２ が 内 部 空 間 ２ ４ ２ の 側 へ 漏 出 す る
こ と は 避 け ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 漏 水 を さ ら に 小 さ く 抑 え る た め の 対 策 と し て 、 オ イ ル シ ー ル 、 メ カ ニ カ ル シ ー ル 等
を 配 置 す る 対 策 、 あ る い は 、 機 械 の 外 部 環 境 の 圧 力 と 、 機 械 の 内 部 の 圧 力 を ほ ぼ 同 一 の 圧
力 と す る 構 造 （ 以 下 、 「 均 圧 構 造 」 と い う 。 ） を 用 い て 、 圧 力 差 に よ る 漏 水 を 防 止 す る 対
策 が 採 用 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 オ イ ル シ ー ル や メ カ ニ カ ル シ ー ル は 、 設 置 す る 箇 所 に 密 着 さ せ る 必 要 が
あ り 、 高 い 精 度 で 加 工 ・ 作 製 を 行 う こ と か ら 、 コ ス ト が 非 常 に 高 価 で あ り 、 か つ 部 品 の 大
き さ が 大 き く な り 、 水 中 機 械 自 体 を 大 型 化 さ せ る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 均 圧 構 造
は 、 機 構 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト も 高 価 で あ る 、 と い う 問 題 が あ っ た （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ）
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ＊ ＊ － ＊ ＊ ＊ ＊ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 本 発 明 の 解 決 し よ う と す る
課 題 は 、 構 造 が 簡 素 で か つ コ ス ト が 低 廉 な 水 中 機 械 等 の 可 動 部 密 封 構 造 を 提 供 す る こ と に
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 は 、
　 水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、
前 記 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部
環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 外 部 環 境 か ら 前 記 可 動
部 を 経 て 前 記 内 部 空 間 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て
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、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 前 記 液 体 よ
り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に
封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 は 、
　 水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、
前 記 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部
環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 外 部 環 境 か ら 前 記 可 動
部 を 経 て 前 記 内 部 空 間 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て
、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 複 数 設 け る と と も に ゴ ム 系
材 料 か ら な る 中 間 シ ー ル 部 材 を 当 該 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 で 挟 ま れ る 箇 所 に 封 入 し 、 前 記 液
体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 前 記 複 数 の 侵 入
防 止 空 間 の そ れ ぞ れ に 封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 は 、
　 気 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な り
前 記 気 体 よ り も 圧 力 の 高 い 液 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部
環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 内 部 空 間 か ら 前 記 可 動
部 を 経 て 前 記 外 部 環 境 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て
、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 前 記 液 体 よ
り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に
封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 は 、
　 気 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な り
前 記 気 体 よ り も 圧 力 の 高 い 液 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 前 記 内 部 空 間 と 前 記 外 部
環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 前 記 内 部 空 間 か ら 前 記 可 動
部 を 経 て 前 記 外 部 環 境 へ 前 記 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て
、
　 前 記 不 動 部 の 前 記 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料
か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 不 動 部 の 前 記 外 部 環 境 と 連 通
す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２
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シ ー ル 室 に 封 入 し 、 前 記 第 １ シ ー ル 室 と 前 記 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 前 記 不 動 部 と
前 記 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 複 数 設 け る と と も に ゴ ム 系
材 料 か ら な る 中 間 シ ー ル 部 材 を 当 該 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 で 挟 ま れ る 箇 所 に 封 入 し 、 前 記 液
体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空
間 の そ れ ぞ れ に 封 入 し た こ と
　 を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 は 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の
中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有
し 、 か つ 内 部 空 間 と 外 部 環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 外
部 環 境 か ら 可 動 部 を 経 て 内 部 空 間 へ 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で
あ っ て 、 不 動 部 の 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か
ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 不 動 部 の 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に
第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２ シ ー ル 室 に
封 入 し 、 第 １ シ ー ル 室 と 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 不 動 部 と 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に
微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 液 体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を
有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に 封 入 す る よ う に し た 。 あ る い は 、
気 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な り 気
体 よ り も 圧 力 の 高 い 液 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 内 部 空 間 と 外 部 環 境 の 両 方 に 接
触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 内 部 空 間 か ら 可 動 部 を 経 て 外 部 環 境 へ 液 体
が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、 不 動 部 の 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇
所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル
室 に 封 入 し 、 不 動 部 の 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材
料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 第 １ シ ー ル 室 と 第 ２ シ ー ル 室 に
よ り 挟 ま れ か つ 不 動 部 と 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る
と と も に 液 体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂 系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該
侵 入 防 止 空 間 に 封 入 し た 。 こ の た め 、 高 圧 の 液 体 は 、 侵 入 防 止 空 間 の 充 填 材 に よ り 阻 止 さ
れ 、 漏 洩 す る こ と が 防 止 さ れ る 、 と い う 利 点 が あ る 。 ま た 、 構 造 が 簡 素 で か つ コ ス ト が 低
廉 で あ る 、 と い う 利 点 を 有 し て い る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 に 説 明 す る 実 施 例 は 、 水 又 は 水 溶 液 か ら な る 液 体 が 充 満 し た 外 部 環 境 の 中 に 設 置 さ
れ て 使 用 さ れ る と と も に 、 液 体 よ り も 圧 力 の 低 い 気 体 が 充 満 し た 内 部 空 間 を 有 し 、 か つ 内
部 空 間 と 外 部 環 境 の 両 方 に 接 触 し て 運 動 す る 可 動 部 を 有 す る 機 械 に お い て 、 外 部 環 境 か ら
可 動 部 を 経 て 内 部 空 間 へ 液 体 が 侵 入 す る こ と を 防 止 す る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 で あ っ て 、 不
動 部 の 外 部 環 境 と 連 通 す る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 １
シ ー ル 部 材 を 当 該 第 １ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 不 動 部 の 内 部 空 間 と 連 通 す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル
室 を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー ル 部 材 を 当 該 第 ２ シ ー ル 室 に 封 入 し 、 第
１ シ ー ル 室 と 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 不 動 部 と 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を
有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 設 け る と と も に 液 体 よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有 す る 油 脂
系 材 料 か ら な る 充 填 材 を 当 該 侵 入 防 止 空 間 に 封 入 す る よ う に し た も の で あ り 、 本 発 明 を 実
現 す る た め の 構 成 と し て 最 良 の 形 態 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 を 行 う 。 図 １ は 、 本 発
明 の 第 １ 実 施 例 で あ る シ ー ル 構 造 が 用 い ら れ る 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ の 構 成 を 示 す 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ １ は 、 略 円 筒 状 の 不 動 部 ２ の 内 部 に 、 可 動
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部 ３ が 設 け ら れ て い る 。 可 動 部 ３ は 、 軸 部 ３ ａ と 基 部 ３ ｂ を 有 し て お り 、 通 電 に よ る 電 動
モ ー タ の 原 理 等 に よ り 、 軸 部 ３ ａ と 基 部 ３ ｂ が 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 本 発 明 に
係 る 機 械 可 動 部 密 封 構 造 の 第 １ 実 施 例 で あ る シ ー ル 構 造 ４ は 、 不 動 部 ２ の 台 部 ２ ａ と 、 可
動 部 ３ の 基 部 ３ ｂ と の 間 に 介 在 す る よ う に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ に お け る シ ー ル 構 造 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る
。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 不 動 部 ２ の 台 部 ２ ａ に お い て 外 部 環 境 ４ １ の 水 中 と 連 通 す る
箇 所 に 凹 部 を 設 け 、 第 １ シ ー ル 室 １ １ と す る 。 こ の 第 １ シ ー ル 室 １ １ は 、 全 体 と し て 見 る
と 、 細 い 円 環 状 と な っ て い る 。 そ し て 、 ゴ ム 系 材 料 か ら な り 略 円 環 状 に 形 成 さ れ た 第 １ シ
ー ル 部 材 ３ １ を こ の 第 １ シ ー ル 室 １ １ に 封 入 す る 。 こ の 場 合 、 可 動 部 ３ の 軸 部 ３ ａ と 第 １
シ ー ル 部 材 ３ １ の 間 に は 、 符 号 ２ １ で 示 す よ う な 第 １ 間 隙 が 形 成 さ れ る 。 こ れ は 、 軸 部 ３
ａ の 回 転 に 必 要 な 隙 間 で あ り 、 こ れ 以 上 第 １ 間 隙 ２ １ の 隙 間 の 厚 み が 薄 い と 、 軸 部 ３ ａ の
円 滑 な 回 転 が 損 な わ れ る こ と に な る の で 、 最 低 限 の 厚 み の 隙 間 は 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 １ 間 隙 ２ １ は 、 そ の 下 端 で 水 平 に （ 図 ２ に お い て 右 方 へ 向 か っ て ） 屈 曲 し 、 侵 入 防 止
空 間 １ ３ を 形 成 す る 。 こ の 侵 入 防 止 空 間 １ ３ は 、 第 １ 間 隙 ２ １ よ り も 大 き な 厚 み を 持 つ 空
間 で あ り 、 不 動 部 ２ の 台 部 ２ ａ の 底 面 が 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の 天 井 面 と な り 、 か つ 、 可 動 部
３ の 台 部 ３ ａ の 内 部 の 上 面 が 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の 底 面 と な っ て い る 。 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の
厚 み は 、 ０ ． ５ ～ ２ ． ０ ミ リ メ ー ト ル 程 度 に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 侵 入 防 止 空 間 １ ３ は 、
全 体 と し て 見 る と 、 薄 い 円 盤 状 と な っ て お り 、 軸 部 ３ ａ に 相 当 す る 中 央 部 が 開 口 し た 円 盤
状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 し た 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の 内 部 に は 、 充 填 材 ５ ０ が 充 填 さ れ て い る 。 充 填 材 ５ ０ と し
て は 、 グ リ ー ス が 用 い ら れ い る 。 グ リ ー ス は 、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ － ２ ２ ２ ０ に 規 定 さ れ る よ う な
「 潤 滑 油 中 に 増 ち ょ う 剤 を 分 散 さ せ て 半 固 体 状 又 は 固 体 状 に し た も の 」 で あ る 。 グ リ ー ス
は 、 い わ ゆ る 油 脂 材 料 の 一 つ で あ り 、 水 （ 海 水 、 他 の 水 溶 液 も 含 む ） よ り も 高 い 粘 度 を 有
し て お り 、 か つ 、 疎 水 性 （ 親 油 性 ） を 有 し て い る 。 充 填 材 ５ ０ に 用 い る グ リ ー ス と し て は
、 Ｊ Ｉ Ｓ － Ｋ － ２ ２ ２ ０ に 規 定 さ れ て い る も の は 、 す べ て 使 用 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 一 般
用 グ リ ー ス １ 種 、 一 般 用 グ リ ー ス ２ 種 等 で あ る 。 な お 、 充 填 材 ５ ０ と し て 用 い る グ リ ー ス
の ち ょ う 度 番 号 と し て は 、 あ る 程 度 固 い も の （ 軟 ら か す ぎ な い も の ） が 必 要 で あ る こ と か
ら 、 ち ょ う 度 番 号 １ 号 ～ ４ 号 程 度 が よ い 。 好 ま し く は 、 ち ょ う 度 番 号 ２ 号 又 は ３ 号 が よ い
。 こ こ に 、 ち ょ う 度 番 号 は 、 Ｎ Ｌ Ｇ Ｉ （ 米 国 グ リ ー ス 協 会 ） で 規 定 し て い る 番 号 で あ る 。
ち ょ う 度 番 号 ２ 号 の ち ょ う 度 の 範 囲 は 、 ２ ６ ５ ～ ２ ９ ５ で あ り 、 ち ょ う 度 番 号 ３ 号 の ち ょ
う 度 の 範 囲 は 、 ２ ２ ０ ～ ２ ５ ０ と な っ て い る 。 こ こ に 、 グ リ ー ス の ち ょ う 度 と は 、 規 定 の
円 錐 を 落 下 さ せ 、 グ リ ー ス へ 侵 入 し た 深 さ （ ミ リ メ ー ト ル ） の １ ０ 倍 の 数 値 で 示 さ れ る 。
し た が っ て 、 ち ょ う 度 が 大 き い ほ ど 、 グ リ ー ス が 軟 ら か い こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の 外 側 の 端 部 （ 図 ２ に お け る 右 端 ） に は 、 侵 入 防 止 空 間 １ ３ の
外 端 部 か ら 上 方 へ 食 い 込 む よ う な 凹 部 が 形 成 さ れ 、 第 ２ シ ー ル 室 １ ２ と な っ て い る 。 こ の
第 ２ シ ー ル 室 １ ２ は 、 全 体 と し て 見 る と 、 細 い 円 環 状 と な っ て い る 。 そ し て 、 ゴ ム 系 材 料
か ら な り 略 円 環 状 に 形 成 さ れ た 第 ２ シ ー ル 部 材 ３ ２ が こ の 第 ２ シ ー ル 室 １ ２ の 中 に 封 入 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ シ ー ル 室 １ ２ の 外 端 部 （ 図 ２ に お け る 右 端 部 ） か ら 、 図 の 下 方 へ 向 か っ て 、 可 動 部
３ の 軸 部 ３ ａ と 、 不 動 部 ２ の 台 部 ２ ａ の 間 に は 、 符 号 ２ ２ で 示 す よ う な 第 ２ 間 隙 が 形 成 さ
れ る 。 こ れ は 、 軸 部 ３ ａ の 回 転 に 必 要 な 隙 間 で あ り 、 こ れ 以 上 第 ２ 間 隙 ２ ２ の 隙 間 の 厚 み
が 薄 い と 、 軸 部 ３ ａ の 円 滑 な 回 転 が 損 な わ れ る こ と に な る の で 、 最 低 限 の 厚 み の 隙 間 は 必
要 で あ る 。 そ し て 、 第 ２ 間 隙 ２ ２ の 図 に お け る 下 端 は 、 内 部 空 間 ４ ２ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の 場 合 、 外 部 環 境 ４ １ は 水 中 で あ り 、 例 え ば 海 水 が 充 満 し て い る 。 ま た 、 内 部 空 間 ４
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２ は 、 空 気 が 充 満 し て い る 。 ま た 、 海 水 の 圧 力 の 方 が 、 空 気 の 圧 力 よ り も 大 き く な っ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 の よ う な 構 成 に よ り 、 充 填 材 ５ ０ で あ る グ リ ー ス は 、 あ る 程 度 固 い 流 動 体 状 で あ る
の で 、 可 動 部 ３ の 軸 部 ３ ａ が 回 転 し た 場 合 で も 、 侵 入 防 止 空 間 １ ３ か ら 第 １ 間 隙 ２ １ を 通
っ て 外 部 環 境 ４ １ へ 流 出 し 全 部 が 失 わ れ る こ と は な い 。 同 様 に 、 こ の グ リ ー ス は 、 侵 入 防
止 空 間 １ ３ か ら 第 ２ 間 隙 ２ ２ を 通 っ て 内 部 空 間 ４ ２ へ 流 出 し 全 部 が 失 わ れ る こ と は な い 。
ま た 、 グ リ ー ス は 粘 着 性 に 富 ん で い る か ら 、 侵 入 防 止 空 間 １ ３ に 隙 間 無 く 充 満 す る だ け で
な く 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 １ 間 隙 ２ １ や 第 ２ 間 隙 ２ ２ に 一 部 が 出 て も 、 第 １ 間 隙 ２ １ や
第 ２ 間 隙 ２ ２ の 一 部 を 隙 間 無 く 充 填 す る 。 ま た 、 グ リ ー ス は 疎 水 性 を 有 し て い る か ら 、 図
２ に 示 す よ う に 、 第 １ 間 隙 ２ １ に お い て 、 外 部 環 境 ４ １ の 水 中 か ら 高 い 圧 力 に よ り 押 し 込
ま れ て き た 海 水 と 接 触 し た 場 合 で も 、 高 圧 の 海 水 が グ リ ー ス 内 を 経 て 内 部 空 間 ４ ２ に 到 達
す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ の 理 由 は 、 高 圧 海 水 が グ リ ー ス 内 を 貫 通 す る た め に は 、 海 水 が
侵 入 し た 孔 が 維 持 さ れ 、 後 続 の 高 圧 海 水 と の 間 に 海 水 が 充 満 し 、 高 い 水 圧 が 作 用 し 続 け る
必 要 が あ る が 、 グ リ ー ス は あ る 程 度 の 軟 ら か さ を 有 し て い る か ら 、 た と え 微 少 な 海 水 が 押
し 込 ん で き て も 孔 は 形 成 さ れ ず 、 す ぐ に 塞 が っ て し ま う と 考 え ら れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 実 際 に 、 外 部 環 境 ４ １ と し て 約 ３ 気 圧 の 水 圧 の か か る 地 点 （ 水 深 約 ２ ０ メ ー ト ル 付 近 ）
で 、 Ｎ Ｌ Ｇ Ｉ ち ょ う 度 番 号 ２ 号 の グ リ ー ス を 上 記 の よ う な 構 成 の シ ー ル 構 造 ４ の 侵 入 防 止
空 間 １ ３ に 封 入 し て 試 験 を し た 結 果 、 空 気 （ 約 １ 気 圧 ） の 内 部 空 間 ４ ２ へ の 漏 水 は 認 め ら
れ な か っ た 。 こ の た め 、 第 １ 実 施 例 の シ ー ル 構 造 ４ は 、 所 用 の 性 能 を 発 揮 で き る こ と が 確
認 さ れ た 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 上 記 各 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 上 記 各 実 施 例 は 、 例 示 で あ
り 、 本 発 明 の 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 と 実 質 的 に 同 一 な 構 成 を 有 し 、 同 様
な 作 用 効 果 を 奏 す る も の は 、 い か な る も の で あ っ て も 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 包 含 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば 、 第 １ 実 施 例 の よ う に 屈 曲 し た シ ー ル 構 造 だ け で は な く 、 図 ３ に 示 す 第 ２ 実 施 例
の よ う な 屈 曲 し な い 構 成 と し て も 本 発 明 は 実 現 可 能 で あ る 。 こ の 第 ２ 実 施 例 の シ ー ル 構 造
４ Ａ の 場 合 も 、 不 動 部 ２ Ａ の 外 部 環 境 （ 水 又 は 水 溶 液 で 充 満 さ れ た 空 間 ） ４ １ Ａ と 連 通 す
る 箇 所 に 第 １ シ ー ル 室 １ １ Ａ を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 １ シ ー ル 部 材 ３ １ Ａ
を 当 該 第 １ シ ー ル 室 １ １ Ａ に 封 入 し 、 不 動 部 ２ Ａ の 内 部 空 間 （ 空 気 で 充 満 さ れ た 空 間 ） ４
２ Ａ と 連 通 す る 箇 所 に 第 ２ シ ー ル 室 １ ２ Ａ を 設 け る と と も に ゴ ム 系 材 料 か ら な る 第 ２ シ ー
ル 部 材 ３ ２ Ａ を 当 該 第 ２ シ ー ル 室 １ ２ Ａ に 封 入 す る 。 ま た 、 第 １ シ ー ル 室 １ １ Ａ と 第 ２ シ
ー ル 室 １ ２ Ａ に よ り 挟 ま れ か つ 不 動 部 ２ Ａ と 可 動 部 （ 直 線 Ｃ １ を 回 転 の 中 心 と し て 回 転 す
る 部 分 ） ３ Ａ に 挟 ま れ る 箇 所 に 微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 １ ３ Ａ を 設 け る と と も に 、
外 部 環 境 ４ １ Ａ を 構 成 す る 液 体 （ 水 、 又 は 水 溶 液 ） よ り も 高 い 粘 度 を 有 し か つ 疎 水 性 を 有
す る 油 脂 系 材 料 、 例 え ば グ リ ー ス な ど か ら な る 充 填 材 ５ ０ Ａ を 当 該 侵 入 防 止 空 間 １ ３ Ａ に
封 入 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 第 １ シ ー ル 室 と 第 ２ シ ー ル 室 に よ り 挟 ま れ か つ 不 動 部 と 可 動 部 に 挟 ま れ る 箇 所 に
微 少 厚 さ を 有 す る 侵 入 防 止 空 間 を 複 数 設 け 、 そ の 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 の 中 に そ れ ぞ れ 充 填
材 を 充 填 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 ど う し の 中 間 に は 、 ゴ ム 系 材
料 か ら な る 中 間 シ ー ル 部 材 を 、 当 該 複 数 の 侵 入 防 止 空 間 で 挟 ま れ る そ れ ぞ れ の 箇 所 に 封 入
す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 上 記 各 実 施 例 に お い て は 、 外 部 環 境 と し て 、 高 圧 な 海 水 を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が
、 外 部 環 境 と し て は 真 水 又 は 水 溶 液 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 外 部 環 境 を 低 圧 の 空 気 環 境 と
し 、 内 部 空 間 に 高 圧 の 水 又 は 水 溶 液 を 封 入 し た 機 械 の 可 動 部 に お い て も 、 本 発 明 は 適 用 可
能 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 記 し た 可 動 部 の 可 動 方 向 は 、 回 転 だ け に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ３ に お い て
可 動 部 ３ Ａ が 不 動 部 ２ Ａ に 対 し て 、 直 線 Ｃ １ に 平 行 な 方 向 に 往 復 摺 動 運 動 す る 場 合 で あ っ
て も 、 本 発 明 は 適 用 可 能 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 は 、 水 中 で 作 動 し 可 動 部 を 有 す る 機 械 を 製 造 す る 機 械 製 造 業 等 で 実 施 可 能 で あ り
、 こ れ ら の 産 業 で 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 で あ る シ ー ル 構 造 が 用 い ら れ る 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ の 構 成 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ に お け る シ ー ル 構 造 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 で あ る シ ー ル 構 造 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ の シ ー ル 構 造 の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 　 １ 　 水 中 ア ク チ ュ エ ー タ
　 　 ２ 、 ２ Ａ 　 不 動 部
　 　 ２ ａ 　 台 部
　 　 ３ 、 ３ Ａ 　 可 動 部
　 　 ３ ａ 　 軸 部
　 　 ３ ｂ 　 基 部
　 　 ４ 　 シ ー ル 構 造
　 １ １ 、 １ １ Ａ 　 第 １ シ ー ル 室
　 １ ２ 、 １ ２ Ａ 　 第 ２ シ ー ル 室
　 １ ３ 、 １ ３ Ａ 　 侵 入 防 止 空 間
　 １ ４ Ａ 　 連 通 空 間
　 １ ５ Ａ 　 連 通 空 間
　 ２ １ 、 ２ １ Ａ 　 第 １ 間 隙
　 ２ ２ 、 ２ ２ Ａ 　 第 ２ 間 隙
　 ３ １ 、 ３ １ Ａ 　 第 １ シ ー ル 部 材
　 ３ ２ 、 ３ ２ Ａ 　 第 ２ シ ー ル 部 材
　 ４ １ 、 ４ １ Ａ 　 外 部 環 境
　 ４ ２ 、 ４ ２ Ａ 　 内 部 空 間
　 ５ ０ 、 ５ ０ Ａ 　 充 填 材
２ ０ ２ 　 不 動 部
２ ０ ３ 　 可 動 部
２ １ １ 　 シ ー ル 室
２ ２ １ 　 間 隙
２ ３ １ 　 Ｏ リ ン グ
２ ４ １ 　 外 部 環 境
２ ４ ２ 　 内 部 空 間
２ ４ ３ 、 ２ ４ ４ 　 接 続 空 間
　 　 Ａ １ 、 Ａ ２ 　 空 気
　 　 Ｃ １ 、 Ｃ ２ 　 回 転 中 心 線
　 　 Ｗ １ 、 Ｗ ２ 　 海 水
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 11日 (2004.11.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 オ イ ル シ ー ル や メ カ ニ カ ル シ ー ル は 、 設 置 す る 箇 所 に 密 着 さ せ る 必 要 が
あ り 、 高 い 精 度 で 加 工 ・ 作 製 を 行 う こ と か ら 、 コ ス ト が 非 常 に 高 価 で あ り 、 か つ 部 品 の 大
き さ が 大 き く な り 、 水 中 機 械 自 体 を 大 型 化 さ せ る 、 と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 均 圧 構 造
は 、 機 構 が 複 雑 に な り 、 コ ス ト も 高 価 で あ る 、 と い う 問 題 が あ っ た （ 特 許 文 献 １ を 参 照 ）
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ６ ６ ８ １ ３ 号 公 報
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